
科　目

担当教員

対象学年等

学習・教育目標

到　達　目　標 達成度 到達目標別の評価方法と基準の評価方法と基準評価方法と基準と基準基準

1 機器の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．注意し，安全に実験に取り組むことができる．し，安全に実験に取り組むことができる．安全に実験に取り組むことができる．に注意し，安全に実験に取り組むことができる．実験に取り組むことができる．に注意し，安全に実験に取り組むことができる．取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．組むことができる．むことができる．

2 期限内に実験報告書（レポート）を提出できる．に注意し，安全に実験に取り組むことができる．実験に取り組むことができる．報告書（レポート）を提出できる．レポート）を提出できる．を提出できる．提出できる．できる．

3 様式が整った実験報告書（レポート）が作成できる．が整った実験報告書（レポート）が作成できる．った実験報告書（レポート）が作成できる．実験に取り組むことができる．報告書（レポート）を提出できる．レポート）を提出できる．が作成できる．できる． 様式が整った実験報告書（レポート）が作成できる．が整った実験報告書（レポート）が作成できる．った実験報告書（レポート）が作成できる．レポートが作成できる．できるかを提出できる．実験に取り組むことができる．実習のレポートで評価する．の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．レポートで評価する．する．

4

5

6 習のレポートで評価する．得した技術を応用し，自身のアイデアを具体的な作品として形にできる．した実験報告書（レポート）が作成できる．技術を応用し，自身のアイデアを具体的な作品として形にできる．を提出できる．応用し，自身のアイデアを具体的な作品として形にできる．し，安全に実験に取り組むことができる．自身のアイデアを具体的な作品として形にできる．の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．アイデアを提出できる．具体的な作品として形にできる．な作品として形にできる．作品として形にできる．として形にできる．形にできる．に注意し，安全に実験に取り組むことができる．できる．

7 　 　

8 　 　

9 　 　

10 　 　

総合評価

テキスト

参考書

関連科目

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

システム情報工学実験実習Ⅰ情報工学実験に取り組むことができる．実習のレポートで評価する．Ⅰb (Systems and Information Engineering Lab I b)

橋本 好幸 教授, 田中 英也 講師

システム情報工学実験実習Ⅰ情報工学科・1年・後期・必修・1単位【実験に取り組むことができる．実習のレポートで評価する．】 ( 履修単位 )

目標6-システム情報工学実験実習Ⅰ情報工学科

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

本実験に取り組むことができる．実習のレポートで評価する．では，安全に実験に取り組むことができる．システム情報工学実験実習Ⅰ情報工学実験に取り組むことができる．実習のレポートで評価する．Iaで習のレポートで評価する．得した技術を応用し，自身のアイデアを具体的な作品として形にできる．した実験報告書（レポート）が作成できる．デジタル入出力の基礎を発展させ，マイコンによるアナログ・デ入出できる．力の基礎を発展させ，マイコンによるアナログ・デの取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．基礎を発展させ，マイコンによるアナログ・デを提出できる．発展させ，マイコンによるアナログ・デさせ，安全に実験に取り組むことができる．マイコンによるアナログ・デに注意し，安全に実験に取り組むことができる．よるアナログ・デ
ジタル入出力の基礎を発展させ，マイコンによるアナログ・デ変換の原理とセンサを用いたデータ収集手法を習得する．次いで，の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．原理とセンサを用いたデータ収集手法を習得する．次いで，とセンによるアナログ・デサを用いたデータ収集手法を習得する．次いで，を提出できる．用し，自身のアイデアを具体的な作品として形にできる．いた実験報告書（レポート）が作成できる．データ収集手法を習得する．次いで，を提出できる．習のレポートで評価する．得した技術を応用し，自身のアイデアを具体的な作品として形にできる．する．次いで，いで，安全に実験に取り組むことができる．Processingを提出できる．用し，自身のアイデアを具体的な作品として形にできる．いた実験報告書（レポート）が作成できる．情報の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．可視化と操作系のと操作系のの取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．
設計手法を習得する．次いで，を提出できる．学ぶ．最終課題として，これらの要素技術を統合した自由作品を製作し，ハードウェアとソフトウェアの両面からとして形にできる．，安全に実験に取り組むことができる．これらの取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．要素技術を応用し，自身のアイデアを具体的な作品として形にできる．を提出できる．統合した自由作品を製作し，ハードウェアとソフトウェアの両面からした実験報告書（レポート）が作成できる．自由作品として形にできる．を提出できる．製作し，安全に実験に取り組むことができる．ハードウェアとソフトウェアの取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．両面からから
工学的な作品として形にできる．な作品として形にできる．問題として，これらの要素技術を統合した自由作品を製作し，ハードウェアとソフトウェアの両面から解決能力の基礎を発展させ，マイコンによるアナログ・デと創造的な作品として形にできる．な作品として形にできる．システム情報工学実験実習Ⅰ設計力の基礎を発展させ，マイコンによるアナログ・デを提出できる．養うことを目的とする．うことを提出できる．目的な作品として形にできる．とする．

安全に実験に取り組むことができる．を提出できる．意し，安全に実験に取り組むことができる．識した機器の取り扱いができるかを取り組みと達成度およびレポーした実験報告書（レポート）が作成できる．機器の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．いができるかを提出できる．取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．組むことができる．みと達成できる．度シラバスおよびレポーレポー
トの取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．内に実験報告書（レポート）を提出できる．容により評価する．に注意し，安全に実験に取り組むことができる．より扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．評価する．する．

期限内に実験報告書（レポート）を提出できる．に注意し，安全に実験に取り組むことができる．レポートを提出できる．提出できる．できるかを提出できる．実験に取り組むことができる．実習のレポートで評価する．の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．レポートの取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．提出できる．状況により評に注意し，安全に実験に取り組むことができる．より扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．評
価する．する．

マイコンによるアナログ・デでアナログデータを提出できる．処理とセンサを用いたデータ収集手法を習得する．次いで，するプログラム情報工学実験実習Ⅰを提出できる．理とセンサを用いたデータ収集手法を習得する．次いで，解・作成できる．することがで
きる．

マイコンによるアナログ・デでアナログデータを提出できる．処理とセンサを用いたデータ収集手法を習得する．次いで，するプログラム情報工学実験実習Ⅰを提出できる．理とセンサを用いたデータ収集手法を習得する．次いで，解・作成できる．することができる
かを提出できる．，安全に実験に取り組むことができる．実験に取り組むことができる．実習のレポートで評価する．の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．組むことができる．みと達成できる．度シラバスおよびレポー実験に取り組むことができる．実習のレポートで評価する．の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．レポート提出できる．状況により評に注意し，安全に実験に取り組むことができる．よ
り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．評価する．する

Processingで基本的な作品として形にできる．な作品として形にできる．プログラム情報工学実験実習Ⅰを提出できる．理とセンサを用いたデータ収集手法を習得する．次いで，解・作成できる．することができる．
Processingで基本的な作品として形にできる．な作品として形にできる．プログラム情報工学実験実習Ⅰを提出できる．理とセンサを用いたデータ収集手法を習得する．次いで，解し作成できる．することができるかを提出できる．実験に取り組むことができる．実
習のレポートで評価する．の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．組むことができる．みと達成できる．度シラバスおよびレポー実験に取り組むことができる．実習のレポートで評価する．の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．レポート提出できる．状況により評に注意し，安全に実験に取り組むことができる．より扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．評価する．する

習のレポートで評価する．得した技術を応用し，自身のアイデアを具体的な作品として形にできる．した実験報告書（レポート）が作成できる．技術を応用し，自身のアイデアを具体的な作品として形にできる．を提出できる．応用し，自身のアイデアを具体的な作品として形にできる．し，安全に実験に取り組むことができる．自身のアイデアを具体的な作品として形にできる．の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．アイデアを提出できる．具体的な作品として形にできる．な作品として形にできる．作品として形にできる．として形にできる．形にできる．に注意し，安全に実験に取り組むことができる．できるかを提出できる．
プレゼンによるアナログ・デテーションによるアナログ・デと自由課題として，これらの要素技術を統合した自由作品を製作し，ハードウェアとソフトウェアの両面から作品として形にできる．に注意し，安全に実験に取り組むことができる．よって形にできる．評価する．する．

成できる．績は，レポートは，安全に実験に取り組むことができる．レポート40%　プレゼンによるアナログ・デテーションによるアナログ・デ10%　取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．組むことができる．みと達成できる．度シラバス40%　自由課題として，これらの要素技術を統合した自由作品を製作し，ハードウェアとソフトウェアの両面から作品として形にできる．10%　として形にできる．評価する．する．100点
満点で60点以上を合格とする．ただし，を提出できる．合した自由作品を製作し，ハードウェアとソフトウェアの両面から格とする．ただし，とする．た実験報告書（レポート）が作成できる．だし，安全に実験に取り組むことができる．1通でも未提出レポートがあるとき，またはレポート遅れが全体回数のでも未提出レポートがあるとき，またはレポート遅れが全体回数の未提出できる．レポートがあるとき，安全に実験に取り組むことができる．また実験報告書（レポート）が作成できる．はレポート遅れが全体回数のれが全に実験に取り組むことができる．体回数のの取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．1/3以上を合格とする．ただし，に注意し，安全に実験に取り組むことができる．至
った実験報告書（レポート）が作成できる．ときに注意し，安全に実験に取り組むことができる．は，安全に実験に取り組むことができる．原則として総合評価は不可となる．として形にできる．総合した自由作品を製作し，ハードウェアとソフトウェアの両面から評価する．は不可とな作品として形にできる．る．

「システム情報工学実験実習Ⅰ情報工学実験に取り組むことができる．実習のレポートで評価する．Ibシラバス(計画書)」：プリンによるアナログ・デト
「システム情報工学実験実習Ⅰ情報工学実験に取り組むことができる．実習のレポートで評価する．Ib指導書」：プリンによるアナログ・デト

「知的な作品として形にできる．な作品として形にできる．科学・技術を応用し，自身のアイデアを具体的な作品として形にできる．文章の書き方」：中島利勝，塚本真也共著 の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．書き方」：中島利勝，安全に実験に取り組むことができる．塚本真也共著 (コロナ社)
「神戸高専安全に実験に取り組むことができる．マニュアル入出力の基礎を発展させ，マイコンによるアナログ・デ」：神戸高専編

システム情報工学実験実習Ⅰ情報工学実験に取り組むことができる．実習のレポートで評価する．Ib，安全に実験に取り組むことができる．情報電子工学基礎を発展させ，マイコンによるアナログ・デa，安全に実験に取り組むことができる．情報電子工学基礎を発展させ，マイコンによるアナログ・デb，安全に実験に取り組むことができる．プログラミンによるアナログ・デグIa，安全に実験に取り組むことができる．プログラミンによるアナログ・デグIb

履修上のの評価方法と基準
注意事項

各自の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．ノートPC(BYOD)で実験に取り組むことができる．を提出できる．行うので，毎回，ノートうの取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．で，安全に実験に取り組むことができる．毎回，安全に実験に取り組むことができる．ノートPCを提出できる．持参すること．すること．



テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 ガイダンによるアナログ・デス，安全に実験に取り組むことができる．アナログ／デジタル入出力の基礎を発展させ，マイコンによるアナログ・デ変換の原理とセンサを用いたデータ収集手法を習得する．次いで，の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．基礎を発展させ，マイコンによるアナログ・デ

2 マイコンによるアナログ・デとセンによるアナログ・デサを用いたデータ収集手法を習得する．次いで，の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．実験に取り組むことができる．

3

4 変数の・ル入出力の基礎を発展させ，マイコンによるアナログ・デープ・アニメーションによるアナログ・デに注意し，安全に実験に取り組むことができる．関するプログラミング実習を行う．するプログラミンによるアナログ・デグ実習のレポートで評価する．を提出できる．行うので，毎回，ノートう．

5 マウス操作との取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．連動などのインタラクション動作と乱数などの数学的表現を用いたプログラミング実習を行う．な作品として形にできる．どの取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．インによるアナログ・デタラクションによるアナログ・デ動などのインタラクション動作と乱数などの数学的表現を用いたプログラミング実習を行う．作と乱数のな作品として形にできる．どの取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．数の学的な作品として形にできる．表現を用いたプログラミング実習を行う．を提出できる．用し，自身のアイデアを具体的な作品として形にできる．いた実験報告書（レポート）が作成できる．プログラミンによるアナログ・デグ実習のレポートで評価する．を提出できる．行うので，毎回，ノートう．

6

7

8

9

10

11

12

13 各自で製作した実験報告書（レポート）が作成できる．作品として形にできる．に注意し，安全に実験に取り組むことができる．ついて形にできる．発表する．

14 各自で製作した実験報告書（レポート）が作成できる．作品として形にできる．に注意し，安全に実験に取り組むことができる．ついて形にできる．発表する．

15 総括 実験に取り組むことができる．の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．総括を提出できる．行うので，毎回，ノートう．

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

中間試験に取り組むことができる．およびレポー定期試験に取り組むことができる．は実施しない．しな作品として形にできる．い．

授業の計画（システム情報工学実験実習Ⅰ情報工学実験実習Ⅰb）

最初に実験計画について説明する．その後，に注意し，安全に実験に取り組むことができる．実験に取り組むことができる．計画に注意し，安全に実験に取り組むことができる．ついて形にできる．説明する．その後，する．その取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．後，安全に実験に取り組むことができる．AD/DA変換の原理とセンサを用いたデータ収集手法を習得する．次いで，の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．基礎を発展させ，マイコンによるアナログ・デに注意し，安全に実験に取り組むことができる．ついて形にできる．理とセンサを用いたデータ収集手法を習得する．次いで，解するととも未提出レポートがあるとき，またはレポート遅れが全体回数のに注意し，安全に実験に取り組むことができる．，安全に実験に取り組むことができる．マイコンによるアナログ・デを提出できる．用し，自身のアイデアを具体的な作品として形にできる．いて形にできる．デジタル入出力の基礎を発展させ，マイコンによるアナログ・デ変換の原理とセンサを用いたデータ収集手法を習得する．次いで，する
方法を習得する．次いで，に注意し，安全に実験に取り組むことができる．ついて形にできる．学習のレポートで評価する．する．

光や温度のアナログ信号をデジタル値として読み取り，シリアルモニタによる数値確認，値に応じたや温度のアナログ信号をデジタル値として読み取り，シリアルモニタによる数値確認，値に応じた温度シラバスの取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．アナログ信号をデジタル値として読み取り，シリアルモニタによる数値確認，値に応じたを提出できる．デジタル入出力の基礎を発展させ，マイコンによるアナログ・デ値として読み取り，シリアルモニタによる数値確認，値に応じたとして形にできる．読み取り，シリアルモニタによる数値確認，値に応じたみ取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．，安全に実験に取り組むことができる．シリアル入出力の基礎を発展させ，マイコンによるアナログ・デモニタに注意し，安全に実験に取り組むことができる．よる数の値として読み取り，シリアルモニタによる数値確認，値に応じた確認，安全に実験に取り組むことができる．値として読み取り，シリアルモニタによる数値確認，値に応じたに注意し，安全に実験に取り組むことができる．応じた実験報告書（レポート）が作成できる．LEDの取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．調光や温度のアナログ信号をデジタル値として読み取り，シリアルモニタによる数値確認，値に応じた，安全に実験に取り組むことができる．条件判定に注意し，安全に実験に取り組むことができる．よる
自動などのインタラクション動作と乱数などの数学的表現を用いたプログラミング実習を行う．制御のプログラミング実習を行う．の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．プログラミンによるアナログ・デグ実習のレポートで評価する．を提出できる．行うので，毎回，ノートう．

プログラミンによるアナログ・デグ言語 Processing の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．実習のレポートで評価する．(1) 最初に実験計画について説明する．その後，に注意し，安全に実験に取り組むことができる．Processingの取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．概要説明する．その後，を提出できる．行うので，毎回，ノートう．その取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．後，安全に実験に取り組むことができる．描画の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．基本と座標・色の制御に関するプログラミング実習を行う．の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．制御のプログラミング実習を行う．に注意し，安全に実験に取り組むことができる．関するプログラミング実習を行う．するプログラミンによるアナログ・デグ実習のレポートで評価する．を提出できる．行うので，毎回，ノートう．

プログラミンによるアナログ・デグ言語 Processing の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．実習のレポートで評価する．(2)

プログラミンによるアナログ・デグ言語 Processing の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．実習のレポートで評価する．(3)

プログラミンによるアナログ・デグ言語 Processing の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．実習のレポートで評価する．(4) Processingを提出できる．用し，自身のアイデアを具体的な作品として形にできる．いて形にできる．PCとマイコンによるアナログ・デを提出できる．連携させるプログラミング実習を行う．させるプログラミンによるアナログ・デグ実習のレポートで評価する．を提出できる．行うので，毎回，ノートう．

自由課題として，これらの要素技術を統合した自由作品を製作し，ハードウェアとソフトウェアの両面から製作(1)
最初に実験計画について説明する．その後，に注意し，安全に実験に取り組むことができる．，安全に実験に取り組むことができる．自由課題として，これらの要素技術を統合した自由作品を製作し，ハードウェアとソフトウェアの両面から製作の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．概要に注意し，安全に実験に取り組むことができる．ついて形にできる．説明する．その後，する．その取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．後，安全に実験に取り組むことができる．製作の取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．これまでに注意し，安全に実験に取り組むことができる．学んだ知識した機器の取り扱いができるかを取り組みと達成度およびレポーや温度のアナログ信号をデジタル値として読み取り，シリアルモニタによる数値確認，値に応じた技術を応用し，自身のアイデアを具体的な作品として形にできる．を提出できる．活かして，マイコンおよびかして形にできる．，安全に実験に取り組むことができる．マイコンによるアナログ・デおよびレポーPCを提出できる．利
用し，自身のアイデアを具体的な作品として形にできる．した実験報告書（レポート）が作成できる．課題として，これらの要素技術を統合した自由作品を製作し，ハードウェアとソフトウェアの両面から製作に注意し，安全に実験に取り組むことができる．取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．組むことができる．む．

自由課題として，これらの要素技術を統合した自由作品を製作し，ハードウェアとソフトウェアの両面から製作(2) これまでに注意し，安全に実験に取り組むことができる．学んだ知識した機器の取り扱いができるかを取り組みと達成度およびレポーや温度のアナログ信号をデジタル値として読み取り，シリアルモニタによる数値確認，値に応じた技術を応用し，自身のアイデアを具体的な作品として形にできる．を提出できる．活かして，マイコンおよびかして形にできる．，安全に実験に取り組むことができる．マイコンによるアナログ・デおよびレポーPCを提出できる．利用し，自身のアイデアを具体的な作品として形にできる．した実験報告書（レポート）が作成できる．課題として，これらの要素技術を統合した自由作品を製作し，ハードウェアとソフトウェアの両面から製作に注意し，安全に実験に取り組むことができる．取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．組むことができる．む．

自由課題として，これらの要素技術を統合した自由作品を製作し，ハードウェアとソフトウェアの両面から製作(3) これまでに注意し，安全に実験に取り組むことができる．学んだ知識した機器の取り扱いができるかを取り組みと達成度およびレポーや温度のアナログ信号をデジタル値として読み取り，シリアルモニタによる数値確認，値に応じた技術を応用し，自身のアイデアを具体的な作品として形にできる．を提出できる．活かして，マイコンおよびかして形にできる．，安全に実験に取り組むことができる．マイコンによるアナログ・デおよびレポーPCを提出できる．利用し，自身のアイデアを具体的な作品として形にできる．した実験報告書（レポート）が作成できる．課題として，これらの要素技術を統合した自由作品を製作し，ハードウェアとソフトウェアの両面から製作に注意し，安全に実験に取り組むことができる．取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．組むことができる．む．

自由課題として，これらの要素技術を統合した自由作品を製作し，ハードウェアとソフトウェアの両面から製作(4) これまでに注意し，安全に実験に取り組むことができる．学んだ知識した機器の取り扱いができるかを取り組みと達成度およびレポーや温度のアナログ信号をデジタル値として読み取り，シリアルモニタによる数値確認，値に応じた技術を応用し，自身のアイデアを具体的な作品として形にできる．を提出できる．活かして，マイコンおよびかして形にできる．，安全に実験に取り組むことができる．マイコンによるアナログ・デおよびレポーPCを提出できる．利用し，自身のアイデアを具体的な作品として形にできる．した実験報告書（レポート）が作成できる．課題として，これらの要素技術を統合した自由作品を製作し，ハードウェアとソフトウェアの両面から製作に注意し，安全に実験に取り組むことができる．取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．組むことができる．む．

自由課題として，これらの要素技術を統合した自由作品を製作し，ハードウェアとソフトウェアの両面から製作(5) これまでに注意し，安全に実験に取り組むことができる．学んだ知識した機器の取り扱いができるかを取り組みと達成度およびレポーや温度のアナログ信号をデジタル値として読み取り，シリアルモニタによる数値確認，値に応じた技術を応用し，自身のアイデアを具体的な作品として形にできる．を提出できる．活かして，マイコンおよびかして形にできる．，安全に実験に取り組むことができる．マイコンによるアナログ・デおよびレポーPCを提出できる．利用し，自身のアイデアを具体的な作品として形にできる．した実験報告書（レポート）が作成できる．課題として，これらの要素技術を統合した自由作品を製作し，ハードウェアとソフトウェアの両面から製作に注意し，安全に実験に取り組むことができる．取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．組むことができる．む．

自由課題として，これらの要素技術を統合した自由作品を製作し，ハードウェアとソフトウェアの両面から製作(6) これまでに注意し，安全に実験に取り組むことができる．学んだ知識した機器の取り扱いができるかを取り組みと達成度およびレポーや温度のアナログ信号をデジタル値として読み取り，シリアルモニタによる数値確認，値に応じた技術を応用し，自身のアイデアを具体的な作品として形にできる．を提出できる．活かして，マイコンおよびかして形にできる．，安全に実験に取り組むことができる．マイコンによるアナログ・デおよびレポーPCを提出できる．利用し，自身のアイデアを具体的な作品として形にできる．した実験報告書（レポート）が作成できる．課題として，これらの要素技術を統合した自由作品を製作し，ハードウェアとソフトウェアの両面から製作に注意し，安全に実験に取り組むことができる．取り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．り扱いに注意し，安全に実験に取り組むことができる．組むことができる．む．

プレゼンによるアナログ・デテーションによるアナログ・デ(1)

プレゼンによるアナログ・デテーションによるアナログ・デ(2)
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